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　2009 年 12 月の第１回目の開催から、何と時の過ぎる
のは早く、そして大きな課題が私達の前に示されている
ことでしょう。ともすれば、その道の遠さに暗澹とした
気分になります。
　しかし、長崎大学学長片峰先生より基調講演の要旨を
頂いた時に、私には、少し希望が見えた気がしました。
まず、問題を解決するには、全ての当事者が力をひとつ
にして歩む必要があること。そして、もし、それができ
たとしても、その人達がゴールを見られるとは限らない
ということを、改めて認識致しました。だとすれば、今、
私達は、ただ将来を見据え、知らない後の時代の誰かの
為に、黙々と自分の役割を果たしていけばよいのではな
いでしょうか。ともすれば、即日の結果を求められ、ま
た、自身でも追い求めがちですが、壮大な地球の営みの
時間の中に、また自分も包まれ、その一員として生きて
いるのだという新しい感覚を持つことが出来ました。

　『命に対する責任』をテーマに掲げるこの会議は、生あ
る限りは「幸せ（ハウオリ）」で、お互いの存在に「感謝
（マハロ）」していくことが、「命に対する責任（クレアナ）」
と捉え、様々な経験を持つ神戸の街には、ある種の役割
があるとの認識から、神戸を表す「アクア（神）」と「プ
カコモ（扉）」も一緒に、皆様と『命に対する責任』を考
えて行く場として、第 2回目を迎えることができました。
ご自身が果たすべき役割に付いて、皆様が想いを致され
る場となれば、それこそが、会議の成功だと考えており
ます。
　この場をお借りして、この試みを現実のものとして下
さった全ての皆様に、心より感謝申し上げます。そして
将来の見知らぬ誰かの幸せの為、力をひとつにし、今後
も共に歩みを進めて頂ければと願っております。
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